




































































































５月２１日に大学が休みだったのですが，学生が主催で行う Health Carnival というものに参加させていた
だきました。Health Carnival というのは学生が地域に出向き，そこで無料の健康診断や健康に関する講習
を行うことで学生の知識を高めると同時に，それこそお祭りらしい企画で子供たちと触れ合うという内容の
ものです。Health Carnival には製薬企業などがスポンサーとして参加し，血糖測定のキットなどを無償で
提供していました。
そこでは私たち日本の学生も検査係として血圧を測定したり，血糖測定をしたりすることが出来ました。
またその結果をマレーシアの学生が住民に説明しアドバイスをすることで，双方の利益になる見事なシステ
ムになっていました。そこでの１日は忙しく，血糖検査も血圧測定もそこまで体験したことがない私にとっ
て，それこそ日本で出来る何十倍もの経験をさせていただくことが出来ました。
６．マレーシアで学んだこと
マレーシアでは日本ではまず出来ないような処置を多く，
実際に体験することが出来ました。日本では学生が患者に関
わることはそこまで深くなく，あくまで学習のためでした
が，マレーシアでは簡単なものに限定されますが学生も実際
に治療に関わっていたため，日本ではできない体験につなが
りました。また，もちろん医学的知識の勉強もしました。彼
らは臨床的な知識が深く，日本とは違ったアプローチで勉強
をすることが出来ました。
実際にマレーシアでの実習を終えて，英語力は向上したと
確信しています。マレーシアの英語は若干なまりが強く，聞
き取りにくかったのですが，それが逆に英語のスキル向上に
大きく寄与したと思います。何より，机上の道具にすぎなかった英語を実際に使い，会話しただけでも英語
に対する見方を変え，それが英語力の向上に大きな意味をもたらしたと考えられます。また，私はマレー語
も副産物的に勉強することができたので，最終的には簡単な会話の受け答えをマレー語で出来るようになり
ました。これは一石二鳥として得られたものではなく，どちらも必須かつ相乗効果で英語とマレー語の勉強
ができたというのが私の結論です。
彼らの優しさと，生活や宗教，考え方を学びました。結論から言えば，日本とは全く違った彼らの性質は
私の人生経験を深くしてくれたといえます。何より向こうですごく優しく接してくれた友人はこれから先の
人生においても大きな宝物を残してくれたと思います。国も，宗教も，生活も違う彼らが私に与えてくれた
優しさこそ，今回の実習で得た一番の収穫です。
７．最後に
正直な話をすると，この実習は私の想像していた海外実習とは全く違ったものとなりました。一時期は，
どうしてこの実習を選んだのかと落ち込んだ１日があったのも事実になります。それでも，すべてを終えた
今では，その予定外をはるかに上回って私にとって本当に大切な経験をさせてもらえたと断言できます。こ
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こまで海外での実習に満足できた大きな要因は，①友人の誘いはすべてとりあえず乗ってみる，②とにかく
積極的に行動する，の２つを重視して終始実習を行ったからだと考えています。逆に上の２つが全く出来な
いのであれば，海外での実習はあまりお勧めしません。どうか，何事にも踏み出す勇気をもって海外へと旅
立ってほしいと思います。
マレーシアで一緒に生活してくれた４人のメンバーには本当に感謝しています。ずぼらな私なので，彼ら
の支えなしではあの１ヶ月間は過ごせませんでした。本当にありがとうございました。この文章で届くこと
はないのですが，マレーシアでお世話になった先生，そして大切な友人たち，本当にありがとうございまし
た。彼らに出会えたことはやはり私の宝物です。
最後に，このような機会を与えてくださった山城先生，本当にありがとうございました。ご迷惑ばかりか
けましたが，いつも笑っていてくださる先生がおられたからこそ，私の充実した１ヶ月間がありました。本
当に，本当にありがとうございました。
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